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デモアプリケーションソフト
ユーザーズマニュアル
��

このマニュアルはLC717A00デモアプリケーション
ソフトLC717A00App.exeの����を��したもの
です。

��

• LC717A00����

• LC717A00��モニタ

��

インストール��

LC717A00デモソフト“LC717A00App.exe” ( �、

!ソフト)をパソコン( �、PC)の$%の&'に()
して*さい。

デモボードとの	


!ソフトを+,するためには、I2C-.またはSPI
-.を/うためのUSB−シリアル�0モジュール
(USB Dongle)を23,%する45があります。
,%したUSB−シリアル�0モジュールと

LC717A00デモボードをシリアルインタフェースで
;<します。
!ソフトをインストールしたPCとUSB−シリアル
�0モジュールをUSBインタフェースで;<しま
す。

��=>?みのUSB-シリアル�0モジュール
• 『MM-FT232H』：サンハヤトCD

• 『C232HM-DDHSL-0』：FTDIC
(Future Technology Devices International)D

• 『C232HM-EDHSL-0』：FTDIC
(Future Technology Devices International)D

ドライバ

FTDICHP �http://www.ftdichip.com/より、D2XX
driversをダウンロードしてください。

� 1. デモボードとの	


LC717A00
Demo Board

PC

USB

	

USB-シリアル��

モジュール 	


www.onsemi.jp

APPLICATION NOTE

http://www.ftdichip.com/
https://www.ftdichip.com/Drivers/D2XX.htm
https://www.ftdichip.com/Drivers/D2XX.htm
http://www.onsemi.jp/


AND9863/D

www.onsemi.jp
2

����

“LC717A00App.exe”のアイコンをダブルクリック
し、!ソフトをK�します。

USB-シリアル�0モジュールがPCにLしく;<
されているMNで!ソフトをK�すると、 *のウ
インドウがOPされます。

� 2. 

USB-シリアル�0モジュールがPCに;<されて
いないMNで!ソフトをK�すると、メインウイン
ドウが *のようにOPされます。(RSTには、
メインウインドウUのV�のコントロール(“Monitor
START”ボタン、“Monitor�STOP”ボタンW)が�アク
ティブOPとなります。)
デモボードとの-.を/う45がある&Zは、
V[!ソフトを\]させてください。その^USB−シ
リアル�0モジュールやデモボードをきちんと;<
してから!ソフトをK�させて*さい。

� 3. 

http://www.onsemi.jp/
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メインウインドウ

� 4. メインウインドウ
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1−9
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1−19

1−21 1−22
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1−25

1−26 1−27 1−28

1−29

NOTE:  �の��では、レジスタaの^にレジス
タアドレス【0xXX】のbcでdeします。

[1-1]「USB Dongle I/F」
USB-シリアル�0モジュールの+,インタフェー
ス(I2CまたはSPI)をf�します。

SPIをf�すると*gのOPになります。

� 5. 

[1-2]「Slave Address (7 bit)」
LC717A00のI2Cスレーブアドレス(7ビット)をf�
します。

• SA/SO PinへのijがLowのkは「16」

• SA/SO PinへのijがHighのkは「17」

[1-3]「Sampling Time」
LC717A00のlmデータをサンプリングするk��

�(op：[ms])をf�します。
なお、「LC717A00のlmデータをサンプリングす
るk���」とは、LC717A00q�でrsデータ(f

�チャネルwx)をrsする��ではなく、!ソフト
がLC717A00のレジスタからrsデータやタッチy
z{|Wのlmデータを�}Tにリードして~�す
るk���となります。

[1-4]「Write Retry Count」
����kにLC717A00への�き�みが��したk
の�き�みリトライ���wをf�します。
f�できる���は�の-りです：「None」,

「1 �time」,「2 �times」,「3 �times」,「4 �times」,

「5 �times」。�えば2�リトライをf�する&Z
(つまり、��3��き�みをトライする&Z)は
「2�time」をf�し、いっさいリトライしない&Z
は「None」をf�します。

[1-5]�Touch Status
Result�Data�Register【0x19】の�をビットOPし、
lCinのタッチ��yzをPします。

*dは、Cin0にタッチした&Zの�になります。

� 6. 

http://www.onsemi.jp/
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[1-6]「Monitor START」ボタン
LC717A00のサンプルモニタを��します。 �、

「Sampling�Time」でf�したサンプリングk���

に�ってLC717A00から�}Tにlmデータを~�
し、スイッチyz�jウインドウ（^e）やrsデ
ータグラフウインドウ（^e）にOPします。
サンプルモニタを��するためには、「Monitor

STOP」ボタンをクリックします。
~�するlmデータは、CinX �Data �Register
【0x11～0x18】、Result�Data�Register【0x19】、Error
�Status�Register【0x1A】、Error Channel�Status�Register
【0x1B】です。
※ モニタ�は、�	のボタン
�が�
となります。

� 7. 

[1-7]「Monitor STOP」ボタン
サンプルモニタを��します。

[1-8]「Soft Reset」ボタン
LC717A00をソフトリセットします。

[1-9]「Parameter�Update」チェックボックス
チェック�の&Zは、「Monitor�START」ボタンを
クリックしてモニタ��する�に、すべての�“��
ウインドウ(^e)”の���をLC717A00へ��させ
てモニタを��します。
チェック�の&Zは、「Monitor�START」ボタンを
クリックしてモニタ��する�に、“��ウインドウ
(^e)”の�����を/わずにモニタを��しま
す。

チェック�にすると、「Parameter�Update」の��
が�くOPされます。

※ ���には、チェック�で��してください。

� 8. 

[1-10]「Offset�Calibration」チェックボックス
チェック�の&Zは、「Monitor�START」ボタンを
クリックしてモニタ��する�に、
Tオフセット
キャリブレーションの��を5�したうえでモニタ
を��します。
チェック�の&Zは、「Monitor�START」ボタンを
クリックしてモニタ��する�に、
Tオフセット
キャリブレーションの��の5�を/わずにモニタ
を��します。
チェック�にすると、「Offset�Calibration」の��
が�くOPされます。

※ ���には、チェック�で��してください。

� 9. 

[1-11]「SW�Error�Enable」チェックボックス
チェック�の&Zは、スイッチyz�jのボタン
OPでエラーOPするようになります。
チェック�の&Zは、スイッチyz�jのボタン
OPでエラーOPしません。

“��ウインドウ(^e)”の��を ¡してくださ
い。

[1-12]「SW�Label�Set」チェックボックス
チェック�の&Zは、スイッチyz�jウインド
ウのスイッチOdをSW¢£(SW1～SW8)でOPしま
す。

� 10. 

チェック�の&Zは、スイッチyz�jウインドウ
のスイッチOdを$%のラベルでOPします。

� 11. 

http://www.onsemi.jp/
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スイッチのラベルa¥を��したい&Zは��ファ
イルのq§を¨;��してください。

��ファイルqの“<Swi tch �Labe l>”から*8
/がSW1～SW8のラベルa¥となります。

[1-13]「Output�Window」ボタン
“スイッチyz�jウインドウ(^e)”をOPしま
す。

[1-14]「Raw Data Graph」ボタン
“rsデータグラフウインドウ(^e)”をOPしま
す。

[1-15]「Setting�Window」ボタン
“��ウインドウ(^e)”をOPします。

[1-16]「Sub�Test�Window」ボタン
“サブテストウインドウ(^e)”をOPします。

[1-17]「Load�Parameters」ボタン
��ファイル(©ª«は「.prm」)をf�すると、
l��をロードし!ソフトに��します。

[1-18]「Save�Parameters」ボタン
そのk¬のl��の�を、ファイルaをf�して
()します。
()した��ファイルの©ª«は「.prm」となり
ます。

[1-19]「Log�Data�Count」チェックボックス
チェック�の&Zは、データログ~��wをf�
できます。f��wまで~�すると、­�Tにデー
タログ~�を\]します。
チェック�の&Zは、データログ~��wのf�
は�®となります。この&Z、ログ~�を��した
^、­�Tにはログ~�を\]しません。

[1-20]�データログ����
Ud「Log�Data�Count」チェックボックスがチェッ
ク�のk、データログ~��wをf�します。

[1-21]「Auto�File�Name」チェックボックス
チェック�の&Zは、データログを()するファ
イルaを、~���kに­�¯°します。
ファイルaは�“LogDataYYYYMMDDXXXXXXX.

txt”となります。“YYYYMMDD”は±²³、“XXXX
XXX”は�¢となります。
チェック�の&Zは、ファイルaをマニュアルf
�します。

[1-22]「File�Name」
Ud「Auto�File�Name」チェックボックスがチェッ
ク�の&Zにデータログを()するファイルaを�
�します。デフォルトのファイルaは�“LogData.txt”
となります。

[1-23]�データログ����� 
~��wをf�してデータログを~�する&Z、
~�µ¶をOPします。

� 12. 

[1-24]「Data�Log�Start」/「Data�Log�Stop」ボタン
!ボタンを·*すると、データログを~�してf
�ファイルに()を��します。ログ~�¸、!ボ
タンのOdは「Data�Log�STOP」ボタンに�わりま
す。

「Data�Log�STOP」ボタンを·*すると、ログ~�
を\]します。\]^、ボタンOdは「Data �Log
Start」ボタンに¹ります。

[1-25]「Include a Header File」�チェックボックス
チェック�の&Zは、ヘッダーデータを»めたソ
ースファイルが�jされます。
チェック�の&Zは、メインファイルとヘッダー
ファイルが2々に�jされます。

[1-26]「Use INTOUT」チェックボックス
チェック�の&Zは、INTOUTを+ったソースコ
ードが�jされます。
チェック�の&Zは、INTOUTを+わないソース
コードが�jされます。

[1-27]「Interval Mode」
��ウィンドウの｢Sleep/Interval Mode｣チェックボ
タンのMNがOPされます。

[1-28]「Source Code」ボタン
ソースファイルがGUI¼½フォルダに()されま
す。

• メインファイルa: LC717A00_main.txt

• ヘッダーファイルa: LC717A00_RegList.h

��の¾みZわせにより、 *の¿Àのソースフ
ァイルを�jできます。

• インターバルモードでINTOUTを+,したI2C

• インターバルモードでINTOUTを+,したSPI

• インターバルモードでINTOUTを+,しないI2C

• インターバルモードでINTOUTを+,しないSPI

• スリープモードでINTOUTを+,したI2C

• スリープモードでINTOUTを+,したSPI

• スリープモードでINTOUTを+,しないI2C

• スリープモードでINTOUTを+,しないSPI

[1-29]「Sound OFF」チェックボックス
チェック�の&Zは、タッチON��になったとき
に®z�を�らしません。メインウィンドウの
｢Sampling Time｣をÂく��した&Z、GUIのÃÄÅ
jをUげるためにチェック�をÆÇします。
チェック�の&Zは、タッチON��になったとき
に®z�を�らします。

http://www.onsemi.jp/
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スイッチ
�%&ウインドウ

� 13. スイッチ
�%&ウインドウ

2−1 2−2

2−3

[2-1]�システムエラー%&
LC717A00のエラーステータスのシステムエラー

(Error�Status�Register【0x1A】SYSERRビット)のMN
をOPします。

• No�SYS�Error：システムエラー�し

• SYS�Error：システムエラーÉ¯

� 14. システムエラー��の+

[2-2]�キャリブレーションエラー%&
LC717A00のエラーステータスのキャリブレーショ
ンエラー(Error�Status�Register【0x1A】CALERRビッ
ト)のMNをOPします。
• No�CAL�Error：キャリブレーションエラー�し

• CAL�Error：キャリブレーションエラーÉ¯

� 15. キャリブレーションエラー��の+

[2-3]�スイッチ,-%&
モニタ¸のスイッチタッチMN(Result �Data

Register【0x19】)をOPします。また、メインウイ
ンドウの “SW�Error�Enable”チェックボックスにチェ
ックが�る&Z、エラーチャネルステータスMN
(Error�Channel�Status�Register【0x1B】)のエラー{|
に�ってキャリブレーションエラーがÉ¯したチャ
ネルをOPします。

• �Ê：タッチ�し

• �Ê：タッチ�り

• �Ê：キャリブレーションエラーÉ¯

(“SW�Error�Enable”チェック�りの&Z)

� 16. Cin1タッチの+

� 17. Cin1タッチ=、

Cin0キャリブレーションエラー��の+

http://www.onsemi.jp/
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��データグラフウインドウ

� 18. ��データグラフウインドウ

3−3

3−1

3−2

[3-1]「Graph�Enable」チェックボックス
チェック�の&Zは、モニタしたrsデータをグ
ラフにOPします。
チェック�の&Zは、rsデータをグラフにOP
しません。

[3-2]�./データグラフ
lチャネルのrsデータをグラフOPします。
lグラフにおけるËÌの�のÍÎは-128～0～+127
です。

[3-3]�./データ
lチャネルのrsデータ�を10ÏwでOPしま
す。

http://www.onsemi.jp/
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�@ウインドウ

���	モード

� 19. �@ウインドウ(�A�@モード)

4−1

4−3

4−2

4−4
4−6

4−5

4−7 4−8 4−9

4−10

4−11

4−12

4−13

4−19

4−18

4−17

4−16

4−15

4−14

[4-1]「Setting�Mode」
��モードをÐÑします。!Ò(-Ó��モード)
では “Normal”をÐÑした&Zについて��します。

[4-2]「Oscillator�Speed」
��ÔÕwのスピードを��します。rsk�な

どのk�の×�に+,します。

• Slow：RCÉØÙのÉØÔÕwがMin。

• Typ：RCÉØÙのÉØÔÕwがTypical。

• Fast：RCÉØÙのÉØÔÕwがMax。

なお、!��は、��ファイルに()されませ
ん。

[4-3]�123456
Ú/��にÛづいて×�したrsk�(op：

[ms])、ショートインターバルkのrs��(op:
[ms])、ロングインターバルkのrs��(op：

[ms])、スリープモードkのrs��(op：[ms])、

Tオフセットキャリブレーションk�(op：

[ms])、ÜÝ�Þ(op：[�A])をOPします。
なお、
Tオフセットキャリブレーションk�

は、1�で°ßした&Zのk�です。キャリブレー
ション��によりリトライがàかると��3áのk
�がàかる&Zがあります。

http://www.onsemi.jp/
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[4-4]「Setting�Register」
lm��にâãした��のレジスタ���をOP
します。

l���äを��するåに、レジスタ���に�
�されます。
æし、Control�1�Register【0x1C】は、WriteReqビッ
トとMeasureビットはÓに1をセット、ParaChビット
とStaCalビットはそれぞれ、メインウインドウの
「Parameter �Update」チェックボックスと「Offset
Calibration」チェックボックスの��を��しま
す。

[4-5]「to�File」ボタン
レジスタ���にOPしている���を!ソフト
とçVフォルダに、ファイル “LC717A00Reg.txt”と
して()します。

[4-6]「=Cin0」チェックボックス
チェック�の&Z、Cin0の「Gain(2nd)」、「Touch
�Thr.」を��したときに、Cin1～Cin7の��は、
その��した�とçじになります。
チェック�の&Z、Cin0の「Gain(2nd)」、「Touch
�Thr.」を��しても、Cin1～Cin7の��には��さ
れません。

� 20. 

[4-7]「Use�Ch」チェックボックス
lCinの�®・�®を��します。
チェック�のCinは�®となります。チェック�の

Cinは�®となりrsを/いません。
※ 78レジスタ：Use�Channel�Register【0x00】。

[4-8]「Gain(2nd)」ボックス
lCinの�éアンプのゲインを��します。

(op：[á])
※ 78レジスタ：CinX�Gain�Register【0x01～0x08】のGainx_

S0～Gainx_S3ビット。

[4-9]「Touch�Thr.」
lCinのタッチ��しきい�を��します。

※ 78レジスタ：CinX�Threshold�Register【0x09～0x10】。

[4-10]「Sleep/Interval Mode」
インターバルモード・スリープモードをÐÑしま
す。

※ 78レジスタ：Control�1�Register【0x1C】のIntModeビッ
ト。

[4-11]「Sleep�Time」
スリープモードをÐÑk、lm×�,にスリープ
させるëのk�（op：[ms]）をf�します。

� 21. 

[4-12]「Max�Capacitance」
すべての+,チャネルで��の§��(op：[pF])
をセットします。この��§��から­�Tに
T
オフセットキャリブレーションÛìCDAC�(Capacitor
�D/A�Converter)�を��します。��§��が�ら
ない&Zは、4.00�pFをセットして*さい。
※ 78レジスタ：Static�OffCal�CDAC�Base�

Register【0x3D】。

[4-13]「TouchON�Dynamic�OffCal (Pos�Data)」
タッチONL�í�Tオフセットキャリブレーショ
ンフラグを��します。

“Disable” をÐÑした&Z、「タッチONL�í�
Tオフセットキャリブレーション」は/いません。

“Enable”をÐÑした&Z、「タッチONL�í�T
オフセットキャリブレーション」を/います。

※ 78レジスタ：Measurement�Mode�Register【0x3E】
のPDCLPビット。

[4-14]�Dynamic�Offset�Calibration「Plus�Data�Time」
L�í�Tオフセットキャリブレーション��k

�(op：[ms])をf�します。­�TにL�í�T
オフセットキャリブレーション�����wを×�
して��します。
*にOPされている “Max:xxxms”は、Ú/��に
おけるL�í�Tオフセットキャリブレーション�
�k�の��f�k�をPします。このk� *で
L�í�Tオフセットキャリブレーション��k�

をf�して*さい。

※ 78レジスタ：Dynamic�OffCal�Time�Plus�
Register【0x23】。

[4-15]�Dynamic�Offset�Calibration「Minus�Data�Time」
î�í�Tオフセットキャリブレーション��k

�(op：[ms])をf�します。­�Tにî�í�T
オフセットキャリブレーション�����wを×�
して��します。

http://www.onsemi.jp/
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*にOPされている “Max:xxxms”は、Ú/��に
おけるî�í�Tオフセットキャリブレーション�
�k�の��f�k�をPします。このk� *で
î�í�Tオフセットキャリブレーション��k�

をf�して*さい。

※ 78レジスタ：Dynamic�OffCal�Time�Minus�
Register【0x24】。

[4-16]「Debounce�Count」
タッチ��デバウンスカウントを��します。

※ 78レジスタ：Debounce�Count�Register【0x1F】。

[4-17]「Short�Interval�Time」
ショートインターバルk�(ショートインターバル
モード¸のインターバルk�)を��します。
(op：[ms])
※ 78レジスタ：Short�Interval�Time�Register【0x20】。

[4-18]「Long�Interval�Time」
ロングインターバルk�(ロングインターバルモー
ド¸のインターバルk�)を��します。
(op：[ms])
※ 78レジスタ：Long�Interval�Time�Register【0x21】。

※ 78レジスタ：Measurement�Mode�Register【0x3E】
のLIVALBビット。

[4-19]�「TouchON�Cancel�Time」
タッチON­�キャンセルk�(op：[ms])を��
します。­�TにタッチONキャンセルカウントを×
�して��します。
*にOPされている “Max:xxxms”は、Ú/��に
おけるタッチONキャンセルk�の��f�k�をP
します。このk� *でf�して*さい。

※ 78レジスタ：Touch�ON�Cancel�Count�Lower/Higher�
Register【0x25～0x26】。

http://www.onsemi.jp/
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カスタム�	モード

� 22. �@ウインドウ(カスタム�@モード)

4−1

4−2

4−3

4−4 4−6

4−5

4−7 4−8 4−9

4−10

4−11 4−13 4−12

4−14

4−15

4−16

4−17

4−18

4−19

4−20

4−21

4−22

4−23

4−24

※ ���に、>?@Aモードを��してCさい。

カスタムモードで@AできるDEによっては、ノイズHIな

どがJCするKLがあります。MNなOPのうえ@AをQR

してCさい。

[4-1]「Setting�Mode」
��モードをÐÑします。!Ò(カスタム��モー
ド)では、“Custom”をÐÑした&Zについて��しま
す。

[4-2]「Oscillator�Speed」
��ÔÕwのスピードを��します。rsk�な

どのk�の×�に+,します。

• Slow：RCÉØÙのÉØÔÕwがMin。

• Typ：RCÉØÙのÉØÔÕwがTypical。

• Fast：RCÉØÙのÉØÔÕwがMax。

なお、!��は、��ファイルに()されませ
ん。

[4-3]�123456
Ú/��にÛづいて×�したrsk�(op：

[ms])、ショートインターバルkのrs��(op:
[ms])、ロングインターバルkのrs��(op：

[ms])、スリープモードkのrs��(op：[ms])、

Tオフセットキャリブレーションk�(op：

[ms])、ÜÝ�Þ(op：[�A])をOPします。

なお、
Tオフセットキャリブレーションk�

は、1�で°ßした&Zのk�です。キャリブレー
ション��によりリトライがàかると��3áのk
�がàかる&Zがあります。

[4-4]「Setting�Register」
lm��にâãした��のレジスタ���をOP
します。

l���äを��するåに、レジスタ���に�
�されます。
æし、Control�1�Register【0x1C】は、WriteReqビット
とMeasureビットはÓに1をセット、ParaChビットと
StaCalビットはそれぞれ、メインウインドウの
「Parameter �Update」チェックボックスと「Offset
Calibration」チェックボックスの��を��しま
す。

[4-5]「to�File」ボタン
レジスタ���にOPしている���を!ソフト
とçVフォルダに、ファイル “LC717A00Reg.txt”と
して()します。

[4-6]「=Cin0」チェックボックス
チェック�の&Z、Cin0の「Gain(2nd)」、「Touch
�Thr.」、「Gain(1st)」を��したときに、Cin1～Cin
7の��は、その��した�とçじになります。
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チェック�の&Z、Cin0の「Gain(2nd)」、「Touch
�Thr.」、「Gain(1st)」を��しても、Cin1～Cin7の
��には��されません。

� 23. 

[4-7]「Use�Ch」チェックボックス
lCinの�®・�®を��します。
チェック�のCinは�®となります。チェック�の

Cinは�®となりrsを/いません。
※ 78レジスタ：Use�Channel�Register【0x00】。

[4-8]「Gain(2nd)」ボックス
lCinの�éアンプのゲインを��します。

(op：[á])
※ 78レジスタ：CinX�Gain�Register【0x01～0x08】

のGainx_S0～Gainx_S3ビット。

[4-9]「Touch Thr.」
lCinのタッチ��しきい�を��します。

※ 78レジスタ：CinX�Threshold�Register【0x09～0x10】。

[4-10]「Sleep/Interval�Mode」
インターバルモード・スリープモードをÐÑしま
す。

※ 78レジスタ：Control�1�Register【0x1C】

のIntModeビット。

[4-11]「Sleep�Time」
スリープモードをÐÑk、lm×�,にスリープ
させるëのk�(op：[ms])をf�します。

� 24. 

[4-12]「Static�OffCal�CDAC�Base」

Tオフセットキャリブレーションの��CDAC
�を1�pF、2�pF、4�pFの¸からÐÑします。
※ 78レジスタ：Static�OffCal�CDAC�Base�

Register【0x3D】。

[4-13]「TouchON�Dynamic�OffCal(Pos�Data)」
タッチONL�í�Tオフセットキャリブレーショ
ンフラグを��します。

“Disable” をÐÑした&Z、「タッチONL�í�
Tオフセットキャリブレーション」は/いません。

“Enable”をÐÑした&Z、「タッチONL�í�T
オフセットキャリブレーション」を/います。

※ 78レジスタ：Measurement�Mode�Register【0x3E】
のPDCLPビット。

[4-14]�Dynamic�Offset�Calibration「Plus�Data�Time」
L�í�Tオフセットキャリブレーション��k

�をf�します。­�TにL�í�Tオフセットキ
ャリブレーション�����wを×�して��しま
す。

*にOPされている “Max:xxxms”は、Ú/��に
おけるL�í�Tオフセットキャリブレーション�
�k�の��f�k�をPします。このk� *で
L�í�Tオフセットキャリブレーション��k�

をf�して*さい。

※ 78レジスタ：Dynamic�OffCal�Time�Plus�
Register【0x23】。

[4-15]�Dynamic�Offset�Calibration「Minus�Data�Time」
î�í�Tオフセットキャリブレーション��k

�をf�します。­�Tにî�í�Tオフセットキ
ャリブレーション�����wを×�して��しま
す。

*にOPされている “Max:xxxms”は、Ú/��に
おけるî�í�Tオフセットキャリブレーション�
�k�の��f�k�をPします。このk� *で
î�í�Tオフセットキャリブレーション��k�

をf�して*さい。

※ 78レジスタ：Dynamic�OffCal�Time�Minus�
Register【0x24】。

[4-16]「Debounce�Count」
タッチ��デバウンスカウントを��します。

※ 78レジスタ：Debounce�Count�Register【0x1F】。

[4-17]「Short�Interval�Time」
ショートインターバルk�(ショートインターバル
モード¸のインターバルk�)を��します。
(op：[ms])
※ 78レジスタ：Short�Interval�Time Register【0x20】。
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[4-18]「Long�Interval�Time」
ロングインターバルk�(ロングインターバルモー
ド¸のインターバルk�)を��します。
(op：[ms])
※ 78レジスタ：Long�Interval�Time�Register【0x21】。

※ 78レジスタ：Measurement�Mode�Register【0x3E】
のLIVALBビット。

[4-19]「TouchON�Cancel�Time」
タッチON­�キャンセルk�を��します。­�
TにタッチONキャンセルカウントを×�して��し
ます。

*にOPされている “Max:xxxms”は、Ú/��に
おけるタッチONキャンセルk�の��f�k�をP
します。このk� *でf�して*さい。

※ 78レジスタ：Touch�ON�Cancel�Count�Lower/Higher�
Register【0x25～0x26】。

[4-20]「Average�Count」
rsデータðñ�wを��します。

※ 78レジスタ：Average�Count�Register【0x1D】。

[4-21]「Filter�Parameter�1」
フィルタパラメータ１を��します。
“0”をf�すると、フィルタòÅ�しとなります。

※ 78レジスタ：Filter�Parameter�Register【0x1E】
のFP10～FP13ビット。

[4-22]「Filter�Parameter�2」
フィルタパラメータ２を��します。

※ 78レジスタ：Filter�Parameter�Register【0x1E】
のFP20～FP23ビット。

[4-23]「Touch�OFF�Thr.」
タッチOFF��しきい�のóôを��します。
“=3/4*Peak”をÐÑした&Z、タッチアップ��k
のしきい�をタッチダウンからのrsデータ���
の3/4とします。

“=2/4*Peak”をÐÑした&Z、タッチアップ��k
のしきい�をタッチダウンからのrsデータ���
の1/2とします。
æし、タッチアップしきい�が[4-9]「Touch�Thr.」
で��したタッチしきい���よりõさくなる�に

は、タッチしきい�で��します。

※ 78レジスタ：Measurement�Mode�Register【0x3E】
のTOFFTHビット。

[4-24]「Gain(1st)」ボックス
lCinのöéアンプのゲインを��します。

(op：[fF])
※ 78レジスタ：CinX�Gain�Register【0x01～0x08】

のGainx_F0～Gainx_F3ビット。
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サブテストウインドウ

テスト,に$%のレジスタにâしてリード・ライ
トアクセスする÷ができます。

� 25. サブテストウインドウ

5−1

5−2

5−2’

5−3

5−4

5−5

5−6

5−7

5−8

5−9

5−10

[5-1]「Size」ボックス
レジスタをリード/ライトする�のサイズ(op：

バイト)をf�します。

[5-2]/[5-2’]「Register�Address」
レジスタをリード/ライトする�の��レジスタア
ドレスを[5-2]にf�します。

なお、アドレスを��すると、[5-2’]のリード／ラ
イトデータのâãアドレスにも��されます。

[5-3]「Write」ボタン
[5-2]でf�したLC717A00のレジスタにデータを�
き�みます。

[5-4]�ライトデータ
「Write」ボタンを·*して�き�むためのデータ
�をf�します。

[5-5]「Read」ボタン
[5-2]でf�したLC717A00のレジスタからデータを
ùみ�します。

[5-6]�リードデータ
「Read」ボタンを·*してùみ�したデータ�を
OPします。

[5-7]「<=」ボタン
リードデータのq§をライトデータにコピーしま
す。

[5-8]「Control�1�Register」
“Write”ボタンをクリックすると、lチェックボ
ックスにâãしたビットのON/OFFをf�した�を
Control�1�Register【0x1C】へ�き�みます。
RSTには、チェック�のときはâãするビット
に１を、それ úのビットに０をセットした�を�
き�みます。

[5-9]「Control�2�Register」
“Write”ボタンをクリックすると、lチェックボ
ックスにâãしたビットのON/OFFをf�した�を
Control�2�Register【0x40】へ�き�みます。
RSTには、チェック�のときはâãするビット
に１を、それ úのビットに０をセットした�を�
き�みます。

[5-10]「All�Register�Read」ボタン
ûレジスタの�をリードしたyzを!ソフトとç
じフォルダにファイル “LC717A00_RegData.txt”とし
て()します。
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ソフト�D�のE�Fについて

!ソフトとçVフォルダqに��ファイル
“SetParamDefault.prm”が)üする&Zは、ソフトK
�kのö}�として­�Tにロードします。
!ソフトとçVフォルダqに��ファイル

“SetParamDefault.prm”が)üしない&Zは、ソフト
K�kにファイルダイアログボックスが�きます。

ここで$%の��ファイルをÐÑすると、ÐÑした
��ファイルをソフトK�kにロードし��ファイ
ルのq§をソフトに��します。(なお、��ファイ
ルをÐÑせずにファイルダイアログボックスを�じ

た&Zは、!ソフトは45�õ�のö}��しか/
いません。この&Zは、ソフトK�^に!ソフトの
すべての���äをý��する45があります。)

K��のL�について

タッチがONになったときに®z�を�らすことが

できます。

!ソフトとçVフォルダに “wave” フォルダを�
°し、�らしたい®z�データのファイルaを
“TouchSW1.wav” ～ “TouchSW8.wav” として “wave”
フォルダqにþくと、lSW¢£にâãしたスイッ
チのOFF→ONkにâãするwavファイルがý¯され
ます。æし、®z�が�るとき、ÃÄÂåが�*す
る&Zがあります。そのため、��したk���で

データログを~�したい&Z、メインウィンドウの
[1−29]�｢Sound OFF｣をチェック�に��することを
ÆÇします。
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